
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひまわりっこ
北海道紋別養護学校ひまわり学園分校 

分校便り 第２号 

令和８年３月 19日 

 

暦の上では春とはいえ、厳しい寒さが続いております。保護者の皆様におかれましては、ますますご

健勝のこととお慶び申し上げます。 

 今年度も残すところわずかとなりました。この一年、本校の教育活動に対し、多大なるご理解と温か

いご支援を賜りましたこと、教職員を代表いたしまして厚く御礼申し上げます。皆様の温かなお見守り

とお力添えがあったからこそ、子供たちは日々安心して学習や活動に励み、一人一人が自分らしい成長

の足跡を刻むことができました。 

 本年度も学校教育目標として「社会参加に向け、一人一人の児童生徒が豊かに生活する力を育てる」

を掲げ、職員一同務めてまいりました。私たちの役割は、単に知識を習得させることだけではありませ

ん。子供たちが学校という守られた場所を卒業した後、長い人生を自分らしく、そして「幸せ」に歩ん

でいくための確かな土台を築くことにあります。変化の激しい現代社会において、子供たちが自立し、

共生していくためには何が必要か。本年度は特に、以下の二つのキーワードを軸に教育活動を展開して

まいりました。 

１「つながり」を再確認し、強める 

 一つ目は、学校、家庭、地域、そして関係機関という、子供たちを取り巻くすべての「つながり」を

深めることです。社会参加への第一歩は、多様な人と関わり、支え合っているという実感を持つことか

ら始まると考えています。今年度は、地域と連携し校外での体験活動や、子供たちが「家族や先生以外

の大人」と触れ合う機会を意識的に取組みました。 

２「今」に合わせた教育の更新 

 二つ目は、教育環境のアップデートです。例えば、ICT機器を活用した学習活動は、子どもたちの強

みをいかし伸びしろを支えるなどそれぞれの可能性を大きく広げました。 

実感の伴う学びを、一人一人のウェルビーイングへ 

 私たちが常に願うのは、子供たちが「より実際的で、将来の幸せに直結する力」を身に付けることだ

と考えています。教室内での学びを、いかに実際の社会生活や将来の自立に結びつけるか。地域社会と

連携した活動の中で、子供たちが「自分の力が誰かの役に立った」「自分が必要とされている」という

手応えを感じる瞬間を増やしてまいりました。こうした成功体験の積み重ねは自己肯定感を育み、将来

の「生きる力」に繋がると考えています。 

 次年度も、子供たちが笑顔で充実した学校生活を送り、自らの将来を描けるよう、教職員一同、一丸

となって教育活動を推進してまいる所存です。 

 一年間の温かいご協力に重ねて感謝申し上げますとともに、今後とも変わらぬご支援と、子供たちへ

の温かいご声援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。 

 

 

「社会で幸せに生きる力」を育てるために 

                              北海道紋別養護学校 校長 安 達 雅 美 



 
 
 

 

  

 

 

 

 

  

 

 今年度、中学部の生徒たちは、日々の学習や行事を通して大き

く成長しました。校外学習では、公共交通機関の利用や買い物学

習に主体的に取り組み、挨拶やお礼など社会で必要な力を実践す

る姿が見られました。牧場やスーパーでの職場体験学習、作業学

習で作った製品を届ける活動では、地域の皆様に支えられなが

ら″仕事″に向き合う貴重な経験を積むことができました。３年

生は進学を意識して後輩の手本となり、１・２年生も新しいこと

に挑戦する姿勢が育っています。できることや好きなことを広げ

ながら、一人一人が一歩一歩成長を遂げた一年でした。保護者の

皆様、地域の皆様の温かいご支援に心より感謝申し上げます。 

 

今この文章を書くに当たって高等部の生徒の皆さんが入学して

きた頃の様子を思い浮かべていると、「成長したなぁ」「大人にな

ったぁ」と、とても感慨深いものがあります。これもひとえに保

護者の皆様、学園職員の皆様、各関係機関の皆様のお力添えの賜

物です。大変ありがとうございました。３年生は社会へ、１・２年

生は１つ上の学年へとステップアップしていきます。希望を抱き、

チャレンジャー精神で何事にもトライする、そんな人になれるよ

うにこれからも尽力していきたいと思っています。卒業生には「自

由」と「責任」を大いに感じてさらに成長していってくれること

を期待しています。１年間高等部の教育にご理解とご協力賜りま

したこと厚く御礼申し上げます。 

４月  9日(木)始業式・着任式・入学式 

    13日(月)身体測定 

   20日(月)聴力検査 

   22日(水)視力検査（中・高） 

   23日(木)視力検査（小） 

   25日(日)参観日・PTA総会 

   27日(月)対面式 

    

 

今年度の小学部は、１年生１名と６年生の転入生１名を迎え、７名

でスタートしました。子どもたちは、初めは大変だった２階への階段

も、自分の力でしっかり上り下りできるようになりました。友達と励

まし合いながら挑戦する姿が増え、見る力・聞く力・伝える力も少し

ずつ育ってきました。 

地域の学校との交流学習では、関わりの中で自信をもって活動す

る姿が見られました。日々の学習の積み重ねは、運動会や分校祭で一

人一人が自分の得意を堂々と発表する姿につながりました。次年度

も地域の皆さんと共に、子どもたちの力をさらに伸ばしていきます。 
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